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研究課題名：福島第一原子力発電所構内環境評価・デブリ取出しから廃炉までを想定した地盤工学的新

技術開発と人材育成プログラム 
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再委託先研究責任者（研究機関名）：小峯 秀雄（早稲田大学） 
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項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一原子力発電所の廃止措置を、実効性の高い技術に基づき実現する

ことを目指して、高放射線環境等原子力特有の条件を地盤工学に融合し、原

子力発電所の現状から廃炉までの時間軸を考慮して、(i)現状から廃炉措置ま

での長期間の地下水環境・作業環境の状況調査と将来予測、(ii)土・地盤の

放射線遮蔽性能を活用したデブリ取出し補助技術と掘削技術の適用評価、そ

れに基づく実効性の高い数種類のデブリ処理メニューの提示、(iii)福島第一

原子力発電所構内の除染廃棄物処分と原子炉建屋デコミッショニングに関す

る実現可能な技術の開発を行う。また、これらの技術を体系化し、原子力技

術者と協働できる新しい地盤工学技術者の育成プログラム「廃炉地盤工学」

を構築することを目的として、以下の研究および人材育成を行う。 

１）廃炉地盤工学を通じた人材育成プログラム 

２）超重泥水・各種覆土の放射線遮蔽性能評価 

３）地下水環境等の解析・調査技術と予測技術の高度化 

２．総合評価 研究面において、現場のニーズとシーズをマッチングさせた技術マップの

開発や、超重泥水をＩＲＩＤ事業に提供し、採用されるなど評価ができる。 

今後、技術マップの人材育成への活用や、超重泥水の遮へい効果の検討や、

フェーシング材への適用なども検討して欲しい。 

また、人材育成については、シラバスの基本構想を構築して、早稲田大学

にて試すなど成果が出ているが、再委託先以外の大学への展開や、学会とし

てのネットワークの活用に期待したい。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
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